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道頓堀川の夜景（写真：リバーフロント研究所）  

 

■概要 

大阪市では、水の回廊の東と南に位置する東横堀川と

道頓堀川は両端を水位調整可能な水門で区切ることで、

上流部からの汚染水の流入を防ぐとともに常に水位が安

定させ、水面に近い所に遊歩道を整備し、水質浄化とと

もに親水性の高い憩いの河川空間の創出を行った。その

主要な施設として、水面上の遊歩道の計画が、地元組織

である「道頓堀を考える協議会」の参加のもとに始まり、

その一部が平成16 年末に整備され、「とんぼりリバー

ウォーク」と命名された。平成 25 年には全面開通し、

多くの観光客で賑わっている。 

 

図 1 位置図 

 

■事業の経緯 

S42年   汚濁対策と高潮防御を目的として大黒橋上流両岸に舟

型護岸整備。 

S54年   水質浄化や環境整備を目的としてエアレーション（噴

水）整備。 

H 元年    戎橋下流部にウォーターカーテン設置。 

H 7 年   河川再生事業が創設され、道頓堀川水辺整備事業が採

択。 

H12年   道頓堀川水門・東横堀川水門が建設。 

H13年12 月 「水の都大阪再生」が「都市再生プロジェクト」に選定

され、道頓堀川水辺整備事業がリーディングプロジェク

トに位置づけられる。 

H16年 3 月 30日、戎橋～太左衛門橋区間（役170m）が国土交

通省河川局より河川敷地占用許可準則の特例措置を適

用する区域として指定。 

12月 18日、戎橋～太左衛門橋区間の遊歩道が「とんぼりリ

バーウォーク」としてオープン。 

H17年 5 月 社会実験としてイベント受付開始。7～8月にかけてワ

ゴン、広告占用、突き出し看板の受付も開始。 

H21年 8 月 社会実験の区間を湊町～日本橋間の約1,000mに拡

大。 

H24年 4 月 河川敷地占用許可準則の「都市・地域再生等利用区域」

に指定される。 

H25年 4 月 「とんぼりリバーウォーク」全区間開通。 

 

民間企業による水辺空間の管理・運営 

道頓堀川 遊歩道「とんぼりリバーウォーク」 ［大阪府大阪市］
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水辺の利活用の「計画」段階 

■事業スキーム 

道頓堀川の事業スキームを示す（図 2）。主な関係主体

は管理者、協議会（検討会）、事業者（占用者）、事業者

（出店者）である。 

 

 
図 2 道頓堀川の事業スキーム 

 

（１） 管理者 

  図3 の通り、道頓堀川両岸の遊歩道は、河川区域内

に張り出して整備されており、河川管理者から占用許可

を得る必要がある。 

・河川管理者：大阪市 

 

 

図 3 河岸エリアの空間構成 

 

（２） 協議会 

協議会の概要を表 1 に示す。協議会の役割としては、

民間の占用主体の運営状況、事業収支の確認及び利用

ルールの検討などがある。 

 

表 1 協議会の概要 

名 称 道頓堀川水辺利用検討会 

構成員 学識経験者（大学、弁護士、会計士）、沿川地域代表

者（商店会、町会等） 

事務局 大阪市建設局下水道河川部河川課 

 

（３） 事業者（占用者） 

市により公募を行い、経済、まちづくり、経営、法律

等に関する学識経験者その他からなる選定委員会にて

選定を行う。選定の審査事項については、募集要項に

示されており、選定結果等について大阪市のHP にて

公表される。 

 

（４） 事業者（出店者） 

事業者（出店者）は管理運営者である事業者（占用者）

と利用契約を結び営業活動を行う。 

 

水辺のスペースを「つくる」段階 

■基盤整備 

 道頓堀川水辺再生事業が「河川再生事業（当時）」とし

て国の助成事業に採択され、①防潮機能、②水位の制御、

③閘門機能、④水質浄化を目的として2 基の水門が建設

されるとともに、川沿いの遊歩道（約1km）の整備が実

施された。また、遊歩道の整備に併せ、湊町、太左衛門

橋、日本橋の3 箇所の船着場が整備された。 

 

水辺のスペースを「借りる」段階 

■占用許可 

 河川区域の占用については、選定委員会が選定した事

業者（占用者）が河川法第２４条に基づき、河川管理者

である大阪市より占用許可を受けている。周辺エリアは、

河川敷地占用許可準則第２２の「都市・地域再生等利用

区域」の指定を受けており、民間事業者による営業活動

が可能となっている。 

 

■占用料 

 河川区域における占用料は、河川法第32 条において、

「流水占用料等」として都道府県知事が徴収することが

できる、とされている。河川占用料の額は大阪府流水占

用料等条例第 2 条に基づき、オープンカフェの場合

10,300 円/m2・年である。本事例では、事業者（占用

者）が負担することになっており、大阪府知事宛に納付

し、府の一般財源として処理される。但し、現在、水の

都大阪の再生及び更なる道頓堀川のにぎわい創出、エリ

ア全体を包括的に維持管理を行っているため、占用料は

免除されている。 

 

■占用期間 

 河川占用期間は、河川敷地占用許可準則第 24 に基づ

き、1 年ごとに占用手続きを行う必要がある。 

 

水辺のスペースに施設を「つくる」段階 

■土地利用の形態 

 オープンカフェの土地利用のパターンは、河岸に面し

た土地や店舗を有している事業者が出店する場合の地先

利用型である。 

 

■事業者（出店者） 

 現在、15 店舗がオープンカフェの営業を行っている。

事業者（占用者）が、公募ではなく遊歩道沿いに立地し

ているビルのオーナーや民間事業者に対して出店を呼び

かけている。応募があった際には、事業者（占用者）と

事業者（出店者）間で使用契約が交わされる。 

  

水辺のスペースを「使う」段階 

■使用料 

 事業者は使用料を管理運営団体である事業者（占用者）

Plan
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Do
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に納付する。額は場所により異なる（参考例：戎橋～太

左衛門橋（左岸）；32,400 円/ m ・年）。 

 使用料は事業者（占用者）により、維持管理に使用さ

れる。 

 

■契約期間 

 契約期間は3 年単位である。 

 

■事業者の負担 

 事業者（出店者）は使用料のみとなっている。 

  

■維持管理 

 遊歩道自体の維持管理は占用者である南海電鉄㈱が実

施するが、店舗周辺は事業者が行う。 

 

■その他制度 

 営業にあたっては、建築基準法、消防法、食品衛生法

及び食品衛生法に基づく営業の基準等に関する条例等の

法令を遵守することが条件となっている。飲食店営業に

関する許可申請等は事業者が行う。 

 

水辺の利活用の取組を「評価する」段階 

■事業の効果 
 大阪市では、川側への間口の設置軒数、イベント回数、

オープンカフェ設置軒数などを定期的に把握している。 

 

 

図 4 道頓堀川における川側への間口の設置軒数 

 

 
図 5 道頓堀川におけるイベント回数 

 

 

図 6 道頓堀川におけるオープンカフェ設置数 

 

 道頓堀川で特に特徴的なのは川側への間口の設置軒

数の推移である。遊歩道完成前は川に背を向けていた

建物が川側に入り口を設置していることから、川側遊

歩道に新たな人の流れができていることが伺える。ま

た、その他イベント数やオープンカフェ設置軒数も順

調に増加している。 

 

水辺の利活用の計画を「拡充・見直す」段階 

■最近の動き 
平成24 年度から、公募により選定した民間事業者（南

海電気鉄道株式会社）が3年間遊歩道の管理運営を行い、

遊歩道上でのイベント開催軒数やオープンカフェ設置数

が着実に増加しているところである。 

また、平成 27 年度からの新たな民間事業者を公募し

たところ、再度、南海電気鉄道株式会社が選定されてい

る。そのため、これまでの経験を活かし、引き続き、道

頓堀川において更なる水辺空間の利用促進が図られるよ

う、取り組みが進められている。 

 

参考情報・問い合わせ先 

■参考情報 

・とんぼりリバーウォークHP、http://www.tonbori.jp/ 

・道頓堀川の水辺整備（大阪市HP）、

http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/00

00010881.html 

 

■問い合わせ先 

(1)河川管理者（協議会事務局） 

名称：大阪市建設局 下水道河川部 河川課 

住所：〒559-0034 

大阪市住之江区南港北 2 丁目1 番10 号 ATC ビ

ルITM 棟6 階 

電話：06-6615-6838 

FAX：06-6615-6583 

Check

Action
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